


 　観察した⽣生き物の記録	
  

今回のてがたんのテーマは「⿃鳥の⼦子育て」で
した。残念念ながら⾬雨のため中⽌止になりました。
7⽇日の下⾒見見の際に観察した⽣生き物を紹介します。	
  
⼿手賀沼遊歩道を歩きながら、⿃鳥の⼦子育ての様
⼦子を観察しました。	
  

❾藤棚付近で巣⽴立立ったモズの幼⿃鳥。	
  
クマバチを⾷食べる様⼦子も⾒見見られま
した。	
  

➊博物館裏裏のサクラに付
いていたドクガ科の仲間
の幼⾍虫。	
  

➋⽻羽化直後（下）から成	
  
⻑⾧長順に並ぶヨコヅナサシ	
  
ガメ。	
  

➌巣へと餌を運ぶシジュ
ウカラ。	
  

❺背⾯面にある⿊黒い点が特
徴のホシハラビロヘリカ
メムシ。	
  

❿フジの花の蜜を⽬目当て
に⾶飛んできたクマバチ。	
  

❽シュロの花。花期は5⽉月
から6⽉月。	
  

❼遊歩道沿いで咲いてい
たオオジシバリ。	
  

❻けやき広場のサクラに付
いていたオビカレハの幼⾍虫。	
  

歩いたルートと観察した⽣生き物	
  

➍さえずるオオヨシキリ。オス
同⼠士のなわばり争いも⾒見見られま
した。	
  

⓫市⺠民農園のトイレで今
年年も繁殖していたツバメ	


今⽉月の案内⼈人 　 　弘實さと⼦子さん 　 　 　伊東茂⼦子さん 　	
  

 　我孫⼦子市では１年年中⾒見見られる⽇日本の国⿃鳥です。明るい草地に⽣生息し、植
物の種⼦子や芽、昆⾍虫などを⾷食べます。	
  
 　繁殖期になるとオスは、⺟母⾐衣打ちと呼ばれるなわばり宣⾔言や、メスへの
アピールをします。「ケーンケーン」と鳴く声と、「ドドドッ」と翼を打
ち付けるドラミングの⾳音が聞こえるようになります。	
  
 　オスは6⽉月から7⽉月頃まで、なわばりを保持することに専念念し、アピール
を続けます。メスは地⾯面に枯れ草を敷いて巣をつくり、単独で抱卵卵、⼦子育
てをします。	
  

⓬ベニシジミの春型。後
翅が摩耗していました。	
  

今⽉月の⿃鳥 　キジ　　	
 キジ⽬目 　キジ科	
  

抱卵中のキジのメス	
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